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２０１５年５月 

遠山藤原学校研修  
遠山郷でリーダーシップの本質を考える 

～型とゆらぎの遠山郷～ 

5月：『日本列島の神秘～中央構造線を勉強する』 
 

 

 

 

研修日程：２０１５年５月３０日（土）・３１日（日） 

研修場所：長野県飯田市南信濃地区（遠山郷） 

研修主催： 株式会社あえるば（旧社名 シンクタンク藤原事務所） 

旅行手配：マツカワ観光バス株式会社 
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＜１．研修の内容＞ 

このたびは、2015年5月遠山藤原学校研修の資料請求をしていただき、まことにありが

とうございます。遠山郷は長野県の最南端、飯田市の南信濃・上村地方の山深い谷にあり、

飛騨の白川郷、越後の秋山郷と並んで、日本三大秘境のひとつと言われています。 

国の重要無形民俗文化財に指定されている遠山の霜月祭、神様の湯治場の伝説がある秘境

の谷に湧いた天然温泉、遠山温泉郷「かぐらの湯」、日本のチロルと言われる下栗の里、南ア

ルプスの雄大なパノラマを望むしらびそ高原、南アルプスの恵みをたっぷり含んだ名水・観

音霊水など、数多くの伝統文化や雄大な自然が残っており、人と自然の本物の共生を体験し

たい人には、絶対お勧めの地域です。 

遠山郷は一言で言えば里山に囲まれた地域です。里山というのは、人が住む里と、人が行

かない深山の間にある山のことで、里に暮らす人たちの生活のために手を入れられている山

のことです。里山では人と動物、自然が共生していて、本当に日本の原風景とも言えるよう

な姿がそこにはあります。特に戦後の近代化のなかで全国各地の里山が荒廃し、自然の生態

系や人との共生生活が崩れてしまった場所が多く、遠山郷も例外ではありません。既に限界

集落になっている場所も多い遠山郷では、我々のように外から来た人たちも手伝って、何と

か里山を復活し、遠山郷にかつての賑わいを取り戻そうという動きが本格化しつつあります。 

８年前から始まった遠山藤原学校は毎年参加者が増えていまして、今年も３月から１１月

までの毎月開催です。遠山郷全体でも観光客が増えてきておりまして、大きな観光案内の看

板が設置されたり観光客の方がガイドブックを手に街を散策する姿が見受けられたり、遠山

郷は今オートバイを乗る方々にとってはメッカのようになりつつあるようで、オートバイに

乗るグループが峠を走る姿が多く目にするなど、定点観測のように毎月滞在しておりますと、

地元の観光への取り組みの真剣さが最近の大きな変化となって動いているのがよくわかりま

す。今年は行政もかなり本腰を入れており、里山の安らぎの中での本格的な学びの重要性に

対する理解が行政にも広がり、遠山藤原学校も遠山郷全体の観光行事の一環として県の内外

に告知がされるそうです。 

いよいよ動き出した遠山藤原学校研修の今年のテーマは「遠山郷でリーダーシップの本質

を考える－型とゆらぎの遠山郷－」です。みんな平均値や中央値を追いかけて日々生きてい

ますが、それが不自然でロボットみたいな人生になる最大の理由です。外れ値や特異値、そ

してゆらぎのなかに生命と新しい人生・社会の希望があることを、座学と一期一会を実感し

ていただく体験で実地に学んでいただく研修を行っていきます。 

これだけ今までの時代が行き詰り、また新しい時代の気配が感じられているわけですから、

どうぞみなさんも新しい２１世紀人としてますます前進していただきたいと思います。この

遠山郷は、ゆらぎのある自然、ゆらぎのある人情、まさにゆらぎに満ちています。どうぞ遠

山郷の歴史の厚みと豊かな大自然のなかで、同じ繰り返しがふたつとないゆらぎに身をまか

せて新しい元気を得ていただき、どんどん流動化する今の時代に、遠山郷を第二の故郷にし

ていただきたいと思います。 

今回の研修でも、学習グループと里山ロハス体験・観光グループの２グループに分け、座

学を受けられた方は、遠山藤原学校観光農園で農作業を体験していただいたり、ゆらぎに満

ちた遠山郷で一期一会の観光を楽しんでいただきたいと思います。もちろん、再度あるいは

再再度と座学を受けていただき、学びを深めていただいても結構です。ご家族でお越しの方

でお父さんは勉強、子供さんと奥さんは里山とロハスの体験をと、ご家族それぞれにプログ

ラムをお楽しみいただくこともできます。また里山ロハス体験グループにご参加の方にも学

習グループで藤原直哉がお話しした録音を、インターネットからのダウンロードの形で無償

提供させていただきます。 

まず、１日目は１２時３０分に、遠山郷の中心、和田地区にあります国道１５２号線沿い

の道の駅「遠山郷」内の、アンバマイ館という遠山郷観光協会の施設に集合していただきま
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す。電車でお越しの方は、まずＪＲ飯田線の平岡駅までお越しください。東京方面からお越

しの方は、東京８時３３分発のひかり５０５号にご乗車いただき、豊橋で飯田線の特急伊那

路1号に乗り換えて、平岡には１１時５７分に到着します。 

ＪＲ飯田線の平岡駅から道の駅「遠山郷」内にあるかぐらの湯バス停までは乗り合いタク

シーをご利用ください。お１人６００円、所要時間約２０分、特急の到着に連絡しています

ので、下車後、駅前広場まで階段を下ってください。そこでワンボックスタイプの乗合タク

シーにお乗りください。平岡駅の予定発車時刻は１２時１０分、かぐらの湯には１２時３０

分に到着です。そしてアンバマイ館はかぐらの湯バス停の目の前です。また自家用車でお越

しの方は、中央自動車道の飯田、松川、飯田山本インターチェンジから約１時間です。 

アンバマイ館に集合していただきましたら、皆さんに自己紹介していただきます。それか

ら地元の温泉施設、かぐらの湯内にある食堂「味ゆ～楽」で昼食にします。 

昼食が終わりましたら、学習グループと里山ロハス体験・観光グループに分かれます。里

山ロハス体験・観光グループのみなさんは、遠山郷スタッフが遠山藤原学校観光農園にお連

れしますので、そちらで農作業をしていただきます。一方学習グループのみなさんは、和田

地区の中心街、江戸時代から伝わる国道152号線・秋葉街道の宿場町、和田宿を散策し、そ

の後遠山氏の菩提寺である龍淵寺を訪問、隣の遠山郷土館「和田城」にて「一期一会のリー

ダーシップ」をご受講いただくというコースをたどります。 

龍淵寺は江戸時代に徳川氏に滅ぼされたこの地域の豪族遠山氏の菩提寺であり、遠山氏の

居城跡に建てられました。その境内に沸く観音霊水をいただきます。観音霊水は４百年以上

前から湧いているお水で、真夏や旱魃でも枯れずにいつも冷たくておいしい水がコンコンと

湧いています。そのお水を近年専門家に調べてもらったところ、名水のなかでカルシウムや

マグネシウムの含有量が日本で最も多い、すばらしい名水であることがわかり、最近では地

元や近郊の方はもちろんのこと、東京や大阪から百リットルも２百リットルもお水を汲みに

来る方がおられます。こういう硬水は味にクセが強いことが多いのですが、観音霊水は硬水

でありながら大変口当たりがよく、特にコーヒーや紅茶にして飲むとおいしく、また日持ち

が大変良いので、非常用のお水としても汲みに来る方が絶えません。また境内には樹齢５百

年の観音大杉があります。これは根元が一体となった４本の杉で、家族和合のしるしとして、

参詣する人が絶えません。さらに龍淵寺には３年前に再建された総けやき作りの立派な観音

堂があります。このお寺では長くお写経を続けていて、奉納されたお写経がこの観音堂に納

められています。光堂と名付けられた観音堂からは和田宿が一望できます。 

遠山郷土館「和田城」は遠山郷の郷土資料館で、この地区に数百年前から伝わる国の重要

無形民俗文化財、遠山の霜月祭りのビデオや複製の面（おもて）、また林業に関する展示、

さらには遠山氏の子孫の方が伝えている宝物などを見学します。またここの１階の一部は喫

茶店、カフェ「和田城」になっていて、目の前の観音霊水で入れた大変おいしいコーヒーが

名物となっています。こちらのコーヒーを召し上がっていただきながら、リラックスして研

修に臨んでいただければと思います。 

たっぷりと農作業あるいはお勉強をしていただいた後は両グループが合流し、当日のお宿

であります和田地区の旅館、大島屋旅館に歩いて向かいます。建物はきれいですが、創業250

年の老舗旅館で、ロビーには樹齢 700年の遠山檜が飾られております。そこでまずはチェッ

クインをしてお荷物を置いていただきます。また、神代の湯という温泉があり、旅の疲れを

癒してくれます。 

そして歩いて、遠山温泉郷「かぐらの湯」へ向かい、温泉でゆっくりと疲れを癒していた

だきます。かぐらの湯の源泉は、全国でも珍しい４３度の高濃度塩化物温泉で、体がよく温

まり、浴室内で温泉を飲用することもできます。この地域は日本列島を東西に走る中央構造

線という大断層のために地形が非常に複雑で、地質学的にも謎が多い場所です。この温泉も

そういう複雑な地質が生んだ珍しい温泉で、豪快な雰囲気が多くのファンを惹きつけていま

す。大島屋旅館の神代の湯も、かぐらの湯と同じ源泉です。 
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夕食は歩いて数分の山肉料理の老舗専門店、星野屋にて、遠山郷の郷土料理である鹿やイ

ノシシなどの山肉料理を囲みながら地元の方々を交えての懇親会となります。遠山郷は山里

ですので昔から、鹿、イノシシ、クマなどの動物の肉を食用にしています。野生の動物の肉

はジビエ料理として都会でも最近人気を集めていますが、遠山郷はそのジビエの本場です。

何しろ野生ですから配合飼料などは一切食べずに、完全に自然の無添加のえさだけを食べて

育っています。まさに完全無添加のお肉に舌鼓を打ちながら、都会の人にも物怖じしない遠

山郷の皆さんと交流してください。余興もいろいろ出てくるかもしれません。人懐っこい交

流をぜひ体験し、お楽しみいただきたいと思います。 

また夕食・懇親会後、ご希望の方は地元のカラオケスナック「セラード舞夢（まいむ）」

へお連れします。実は毎回、遠山藤原学校はこの二次会の舞夢が大変盛り上がるのです。参

加者の皆さんが本当にリラックスして語り合い、歌う姿はとても明るく温かい雰囲気に満た

されています。どうぞ遠山郷の夜を舞夢で元気にお楽しみください。 

２日目は朝食の後、観光タクシーでまず和田地区へ向かい、観音霊水の隣にある「殿町の

茶屋」に行きます。ここは地元の女性が経営しているお饅頭屋さんで、名物のふじ姫饅頭は

その日の朝に作って売切れたら終わりという非常に人気の高いお饅頭です。遠隔地から来ら

れる方はどうしても遠山郷に来るのが午後になってしまい、何度来ても売り切れで食べられ

ないという幻の饅頭でもあります。よもぎとそばの２種類の饅頭が８個入って 1,000円のふ

じ姫饅頭は、遠山郷の外はもちろんのこと、遠山郷のなかでもこの殿町の茶屋でしか販売さ

れておらず、ファンが絶えません。さらにここではお店の方がお客さんにお茶やお漬物を接

待してくださり、多くの方が地元のみなさんの暖かい人情に触れて感激していかれます。一

個一個が手作り、まさに一期一会のお味を楽しんでいただきます。 

その後、遠山郷のお隣にあります大鹿村の中央構造線博物館を訪問します。中央構造線は、

日本列島の西半分を縦断する日本最大の断層で、南アルプスはその地形と断層露頭がはっき

りと観察できる絶好の場所なのです。中央構造線博物館はその中央構造線に関する展示が詳

細にされており、今回学芸員の方に解説もお願いしております。 

そして中央構造線の露頭が見える安康の露頭に寄ります。ここは長野県の天然記念物にも

指定されており、見事な断層が目の前ではっきりと見られ、足元にはさまざまな種類、色の

石が落ちています。そこに分布される岩石には中央構造線の約８０００万から９０００万年

前の活動が刻まれており、その価値の高さから国の天然記念物にも指定されています。 

昼食は、木沢地区にある食堂、梨元ていしゃばでお召し上がりいただきます。ここはかつ

て遠山森林鉄道の起点、梨元貯木場があったところで、昭和４０年代に森林鉄道が廃止され

てからは地元の活性化施設として食堂と登山の基地がおかれています。そしてこの構内には

かつて森林鉄道を走っていた機関車と客車が静態保存されていたのですが、２年前から地元

の有志が夢をつなごう遠山森林鉄道という団体を作り、これをもう一度動かそうと立ち上が

りました。そして地元や各地の専門家の応援を得ながらついに機関車が動くようになり、地

元の有志が線路をかき集めてきて200メートルほど軌道を整備し、さらに地元の大工さんに

走行可能な客車を復元していただき、ついに遠山森林鉄道の車両が動くようになったのです。

夢を現実にしてしまう地元の方々の熱い思いの結晶をご覧いただけます。 

そして、遠山郷の木沢地区にある、木造校舎の廃校を利用した地域活性化施設、旧木沢小

学校に向かいます。旧木沢小学校は、平成３年に休校、平成１１年に廃校となった地元の小

学校で、現在に残る懐かしい木造校舎は、昭和７年に地元の人々の情熱によって建てられた

ものです。そのため廃校後も何とかこの木造校舎を保存し、同時にここを地域活性化の拠点

とすべく、地元の有志が木沢地区活性化推進協議会という団体をつくって、木造校舎の維持

管理を行っています。校内の教室には遠山の霜月祭り、地元を走っていた森林鉄道である遠

山森林鉄道、南アルプスの登山道整備などを行っている遠山山の会、昭和時代の遠山郷の写

真などが展示されているほか、藤原直哉の蔵書３千冊を寄贈した藤原文庫もあります。さら
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にここには年間を通じて多くの方が見学に訪れ、また空き教室を利用した講演会や集会、演

奏会、映画会の開催、引っ越しのサカイのＣＭ撮影などが行われていて、まさに地元の方と

来訪される方との貴重な交流の場にもなっています。 

旧木沢小のすぐ近くには遠山藤原学校観光農園もございます。この農園は廃耕地となって

いた畑をお借りして、当社で募った遠山郷ボランティアと地元のみなさんが力を合わせて４

年前に開いたばかりの農園で、遠山藤原学校における木沢地区の里山整備の拠点にしようと

している農園です。またここでは２１世紀の肥だめとして注目されている新しい複合発酵技

術を使った液肥を作り、散布しています。その様子もご覧いただきます。「遠山郷から日本

を変える」という根本理念にふさわしい活動がいろいろと展開されています。旧木沢小学校

に到着後は、まず農園と校舎内のご案内をいたします。 

一通りご見学いただいた後は、藤原直哉による講演「遠山郷の旧木沢小学校はなぜにぎわ

うのか」とそれに引き続き「インターネットラジオ公開録音」を行います。皆さまはもとよ

り、行政の告知を受けて、聴きに来てくださる予定の地元の方や近隣地域の方々が「やって

みよう」という気になってもらえる話をさせていただければと思います。また、公開録音は、

火曜日にアップする私のインターネットラジオの番組のうちの１本を行います。 

そして午後３時４５分に旧木沢小学校で解散。道の駅「遠山郷」のかぐらの湯までお送り

いたします。そこから１６時１５分発の乗合バスにお乗りください。平岡駅に１６時３６分

に到着いたします。電車で東京方面にお帰りの方は、平岡駅16時42分発の特急伊那路４号

で豊橋に行き、豊橋からひかり530号に乗り換えて、東京には20時10分に到着します。 

今回も盛りだくさんの内容ですが、縁ある数多くの方々に遠山郷の自然と人情、そしてそ

のなかで生きる喜びを味わっていただき、遠山郷の里山に遊び、またよく学んでいただいて、

遠山郷のファンとなり、２１世紀を明るく元気に生きるための、たくさんの知恵と実力を得

ていただきたいと思っています。 

この８年間に本当に多くの方々に遠山郷へお越しいただいていますが、リピーターの方が

たくさんいらっしゃいます。遠山藤原学校でみなさんのお世話をしてくださる遠山郷スタッ

フの方々も、最初は遠山藤原学校の参加者としていらっしゃいました。何度もいらっしゃる

うちに、スタッフとしておもてなしをする側に回ってくださったのです。遠山郷の持つ一期

一会のゆらぎが多くの方々を惹きつけてやまないのです。 

一人でも多くの方のご参加を心からお待ちしております。 

2015年5月吉日 

株式会社あえるば（旧社名 シンクタンク藤原事務所） 

会長・経済アナリスト 藤原直哉 
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＜２．一期一会のリーダーシップについて＞ 
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＜３．研修日程表＞ 

５月３０日（土） 

時間 予定 写真 

12：30 

 

 

12：45 

 

13：30 

 

 

 

 

13：30 

 

13：45 

 

 

15：00 

 

 

 

17：00 

 

 

17：00 

 

 

17：10 

17：30 

 

18：30 

18：50 

 

19：00 

 

21：00 

 

集合 

 

 

昼食 

 

出発 

 

 

 

 

出発 

 

到着 

実習 

 

学習 

 

 

 

出発 

 

 

出発 

 

 

到着 

到着 

 

出発 

出発 

 

到着 

 

 

 

 

道の駅「遠山郷」内、アンバマイ館に集合 

研修の説明と参加者の自己紹介、スタッフ挨拶 

 

「かぐらの湯」内の食堂「味ゆ～楽」にて 

 

学習グループ 

和田地区内を散策 

和田宿、龍淵寺、遠山郷土館、カフェ「和田城」

など 

 

里山ロハス体験グループ 

木沢地区に向けて車で出発 

旧木沢小学校到着 

遠山藤原学校観光農園にて農業体験 

 

学習グループ 

遠山郷土館内、会議室にて学習 

「一期一会のリーダーシップ」 

 

里山ロハス体験グループ 

作業終了。大島屋旅館へ 

 

学習グループ 

1日目の学習終了。徒歩で大島屋旅館へ 

 

チェックイン、その後徒歩で「かぐらの湯」へ 

遠山温泉郷「かぐらの湯」で入浴 

 

徒歩で大島屋旅館へ  

徒歩で星野屋へ 

 

星野屋にて夕食、懇親会 

 

懇親会終了。二次会希望者はお隣の 

カラオケスナック「舞夢」へ 

 

朝夕は冷え込みますので薄い上着をお持ち 

ください。 

 

・ 農園作業をご希望の方は、帽子、 

軍手、汚れてもよい作業着をお持ち

下さい。長靴は当方で用意します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
アンバマイ館 

 

 

 

 

 

 

 

 

龍淵寺 

 

 

 

 

 

 

 

 

かぐらの湯 

 

 

 

 

 

 

 

 

和田城 

 

 

 

 

 

 

遠山川の清流 
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５月３１日(日) 

時間 予定 写真 

7：00  

8：00 

 

 8：45 

 

10：00 

11：15 

 

11：35 

11：55 

 

 

13：00 

13：30 

 

 

14：30 

 

 

15：30 

 

15：45 

朝食 

出発 

 

出発 

 

到着 

出発 

 

到着 

出発 

 

 

昼食 

出発 

 

 

講演 

 

 

終了 

 

解散 

 

大島屋旅館にて 

殿町の茶屋へ お饅頭の試食 

 

大鹿村の中央構造線博物館へ 

 

到着後、見学 

安康露頭へ 

 

安康露頭見学 

途中、2億年前の石を見学 

その後、食堂「梨元ていしゃば」へ 

 

「梨元ていしゃば」にて昼食 

旧木沢小学校へ 到着後、遠山観光農園、 

複合発酵装置見学 

 

藤原直哉講演「遠山郷の旧木沢小学校は 

なぜにぎわうのか」 

および、インターネット放送公開録音 

 

 

旧木沢小学校にて解散 

 

 

電車でお越しの方、お車でお越しの方は、道の駅

「遠山郷」内、「かぐらの湯」までお送りします。 

 

乗合タクシーの「かぐらの湯」出発は16：15、 

豊橋方面行特急の平岡出発は16：42です。 

 

・ ２日目も農業体験を随時受け付けて

おります。 

 

・ 観音霊水を汲んで帰られる方は、別

にペットボトルやポリタンをご用意

下さい。 

 

 

 

 

殿町の茶屋 

 

中央構造線博物館 

 

旧木沢小学校 

 
旧木沢小学校のネコ校長 

高嶺ちゃん 
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＜４．研修費用＞（消費税込み） 
 

大人 １名                                ３０,８５７円 

学生（大学生・専門学校生以下、中学生以上）  1名             １５,４２９円 

子供（小学生以下） １名                          １０,８００円 

なお、お食事とお布団、バスの座席の事前のご用意が必要でない乳児は無料です 

（上記は全て税込です。） 

 

（１）研修費用に含まれるもの 

・宿泊料金 相部屋でのご宿泊となります。宿泊は、 

大島屋旅館 

〒399-1311 長野県飯田市南信濃和田1394  

TEL0260-34-2030・FAX0260-34-2077 

・食事料金 日程表に記載された昼食２回、夕食および懇親会1回、朝食1回 

（なお子供料金にてご参加の方は、1日目の夕食がお子様定食になります） 

・入浴料 

・入館料 

・講演料 

・ガイド料 

・管理料 

・鉄道・バス費用 

・旅行保険料 

日程表に記載された施設での入浴料、入館料、講演料、ガイド料、旧木沢

小学校管理料、日程表内の貸切バス交通費、下記旅行保険料は研修費用に

含まれています。 

・研修講師 株式会社あえるば（旧社名 シンクタンク藤原事務所）藤原直哉 

・旅行保険 （限度額お一人様死亡障害１千万円） 

 

（２）研修費用に含まれないもの 

・ 個人的性質の費用 

 

タバコ、洗濯、電報電話、お酒・ジュース等の飲み物、

お土産、個人の飲食などは個人負担をお願いします 

 
＜５．旅行手配＞ 
 
 

 

 

マツカワ観光バス 

株式会社 

〒399-3304 

長野県下伊那郡松川町大島1909-2 

〈本社/営業所〉 

TEL : 0265-36-2345（代） 

FAX : 0265-36-6060 

 

総合旅行業務取扱管理者：松村 康文 

 

 

長野県知事登録旅行業 ： 

第3-442号 

 

社団法人全国旅行業協会正会員 
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＜６．研修要領＞ 
 
募集人員 ２０名 （最小催行人数：１０名） 

なお、先着順にお申し込みをお受けし、定員になり次第締め切り

ます。 

参加申込書をマツカワ観光バス株式会社宛てにお送りください

（FAXまたは郵送でお願いします） 

研修代金 2015年5月22日（金）までに、研修代金の全額を以下の口座へ

お振込みください。 

飯田信用金庫 

大島支店 

普通 ３９３３１２５ 

口座名義：マツカワ観光バス株式会社 

マツカワカンコウバス（カ 

取消料 お申し込み後、お客様の都合でお取り消しになる場合、当方の手

続きを開始または完了している場合は、次の取消料を申し受けま

す。 

開始日の前日より起算してさかのぼって20

日目以降 

参加費用の20% 

開始日の前日より起算してさかのぼって 7

日目に当たる日以降 

参加費用の30％ 

出発日の前日    参加費用の40％ 

出発日の当日 参加費用の50％ 

研修開始後又は無連絡不参加の場合 参加費用の100％ 

研修主催（お問い合わせ）  

株式会社あえるば 

〒250-0011 神奈川県小田原市栄町2-13-12 ASUKAビル2F 

電話 ０４６５－４４－４７５０ 

FAX  ０４６５－４４－４７５１ 

 

電子メール iwamoto@aeruba.co.jp 

担当 岩本寛（いわもと ひろし） 

 

なお、当日の緊急連絡は、岩本寛の携帯電話へお願いします。 

０８０－９２１４－０５６３ 
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＜７．研修概要＞ 

・ 研修名称 2015年5月 遠山藤原学校研修  

・ 日時 2015年5月30日（土）・31日（日）の２日間 

・ 研修場所 長野県飯田市南信濃地区および下伊那郡 

・ 集合・解散場所 集合： 5月30日(土) 12：30 道の駅「遠山郷」内、アンバマイ館 

解散： 5月31日(日) 15：45 旧木沢小学校 

なお、当日の緊急連絡は、岩本寛の携帯電話へお願いします。 

０８０－９２１４－０５６３ 

・ 研修内容 各種見学、体験、講演、学習など 

・ 研修講師 株式会社あえるば(旧社名 シンクタンク藤原事務所 藤原直哉 

および地元、学校スタッフ 

 

＜８．現地集合・解散場所まで／からの自家用車、電車での交通手段（ご参考）＞ 

（１） 自家用車でお越しの場合  集合場所： 

長野県飯田市南信濃和田 548-1  道の駅「遠山郷」内、 

観光案内所「アンバマイ館」（かぐらの湯バス停目の前） 

（電話0260-34-1071）  

中央高速道 飯田、松川インターチェンジから約１時間 

中央高速道 飯田山本インターチェンジから約1時間 

新東名高速道 浜松浜北インターから、 

兵越峠経由で約２時間 

（２）電車でお越しの場合 東京方面から 

（行き） 

東京 8:33 ひかり505号 豊橋 9:57 

豊橋 10:08 特急伊那路1号  平岡 11:57 

下車後、かぐらの湯まで乗合タクシーで20分 

お一人６００円 

（帰り）旧木沢小学校からかぐらの湯まで車で10分、 

かぐらの湯から平岡駅まで乗合タクシーで20分 

平岡 16：42 特急伊那路４号 豊橋 18：31 

豊橋 18：45 ひかり530号  東京 20：10 

 

＜９．注意事項、および持ち物など＞ 

・ 里山ロハス体験グループの方は農園作業を行いますので、運動靴、汚れてもよい作業着、軍手、

帽子をお持ち下さい。農作業用の長靴は当方で用意します。 

・ 朝夕は冷え込みますので、薄手の上着をお持ちください。 

・ 山道のため、自家用車の運転や乗り物酔いにはくれぐれもご注意ください。 

・ 観音霊水を汲んで帰られる方は、別にペットボトルやポリタンをご用意下さい。 

・ 携帯電話は、電波が届かない場所があります。 

・ 見学場所によっては坂道を歩きます。歩きやすい服装をお持ちください。 
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＜１０．観光タクシー運行＞ 
 

アップルキャブ南信州タクシー有限会社 

〒395-0153 長野県飯田市上殿岡717-4  TEL 0265-28-2800 
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申  込  書 

２０１５年５月 遠山藤原学校研修  ５月３０日・３１日   ご記入日：     年   月   日 

 

 選択してください              ・自家用車ご参加        ・電車でご参加 
 

フリガナ  性別 男  ・  女 

お名前  
生年 

月日 

明・大・昭・平（西暦    年） 

年   月   日（満  歳） 

弊社お客様番号（おわかりになる場合）  

フリガナ  性別 男  ・  女 

お名前  続柄  
生年 

月日 

明・大・昭・平（西暦   年） 

年   月   日（満  歳） 

フリガナ  性別 男  ・  女 

お名前  続柄  
生年 

月日 

明・大・昭・平（西暦    年） 

年   月   日（満  歳） 

フリガナ  性別 男  ・  女 

お名前  続柄  
生年 

月日 

明・大・昭・平（西暦    年） 

年   月   日（満  歳） 

■ご連絡先について 

□ご自宅   □会社・学校  ※どちらかにチェックをおつけください。 

会社名 

学校名等 

※ご連絡先が「会社・学校」の場合にご記入ください。 

 

 

部署：                     役職： 

ご連絡先 

住 所 

〒     －        

 

TEL (       )        － FAX (       )       － 

携帯電話                               緊急時 連絡可・不可  

電子メール  ＠                         

喫煙の有無 

 

□ 有 

□ 無 

※部屋割りの参考にさせていただきます。 

  

選択してください 

●参加グループごとに人数をご記入ください。      学習グループ      大人  名 子供  名 

（別れてご参加の方はそれぞれに人数をご記入ください） 里山ロハス体験グループ 大人  名 子供  名 

●お肉を召し上がられない方は丸印をおつけください。                  お肉なしを希望 

●その他ご希望等ございましたらご記入ください。 

 

 

↑ＦＡＸ送信先：０２６５―３６―６０６０↑ 
(マツカワ観光バス株式会社) 

切

り

取

り 


